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サンデン　CSR　コーポレートガバナンス

コーポレート・ガバナンス
　サンデングループは「企業理念」を基に法令等の国際
ルールの遵守を徹底し、経営品質向上の観点からコーポ
レート・ガバナンスの強化に努めています。
　当グループは、取締役会、監査役・監査役会、会計監査
人によるガバナンス体制を敷いており、取締役会は10名
（社外取締役2名）、監査役会は4名（社外監査役3名）で
構成されています。また経営監視機能の強化などを目的
に、社外取締役および社外監査役は高い独立性を有する
ことを要件としており、5名全員を東京証券取引所が定
めた独立役員に指定しています。取締役の任期は１年と
し、経営の透明性を確保しつつ環境の変化にも迅速に対
応できる体制としました。さらに執行役員制度の導入で
業務執行機能の強化と経営の効率化を図りました。
　コンプライアンスやリスク管理など重要な問題は経営
会議および取締役会で適時に審議するほか、内部通報制
度を設けて倫理法令遵守体制とリスク管理体制の整備・
強化に努めています。

コンプライアンス
　サンデングループは、法令等の遵守を経営の最重要課
題のひとつとしています。全役員・社員がコンプライアン
スを実践するために、様々な取り組みを進めています。
　なお当社は2015年1月に米国司法省との間で、自動車
空調用コンプレッサーの販売に係る米国独占禁止法（独禁
法）違反に関して司法取引に合意しました。今後の信頼回
復に向けて、全グループでコンプライアンスを徹底します。
●グローバル・コンプライアンスの構築
　当グループでは総務本部がグループ全体のコンプライ
アンス推進計画を立て、各部門・グループ各社で選任した
責任者と担当者が施策を立案・実施してグローバル・コン
プライアンスを構築しています。また実情に即して優先度
の高い順に対策を実施しています。
　米国司法省の調査開始以降、当グループは特に海外で
の違反リスク低減を強化してきました。2014年度も現地
責任者に低減を指示し、コンプライアンス体制とその運用
状況を確認しました。2015年度も体制拡充や海外現地法
人との連携を強化し、コンプライアンス向上を図ります。
●コンプライアンス教育への取り組み
　関連法令を題材とした教育を実施しており、階層別研
修（全社員）や部門別研修（特定業務にかかわる社員）の
ほか、eラーニングを定期的に行っています。独禁法につ
いては繰り返し実施し、競合他社との接触では社内ルー
ルを徹底しました。
●規程体系の検討と社内規程の見直し
　2014年度は、持株会社体制移行に向けて規程体系の
検討と規程の見直しなどの準備を行いました。2015年
度は、持株会社体制の目的の達成度を検証し、必要に応
じて制度や規程の見直しを行います。
●通報・相談窓口の設置
　コンプライアンス違反防止と早期発見のため、内部通
報を受け付けるホットライン（社内・社外各2窓口）を設け
ています。利用方法を記載したカードを配布して周知に
努めています。

「企業理念」に基づく企業統治と法令遵守の徹底に
グローバルな体制で取り組んでいます
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■コーポレート・ガバナンスの構築

当　社

社会性報告

①グローバル組織横断型
方針管理の徹底
②事業の戦略課題の実現
③SQMS（サンデン独自の
品質マネジメントシステ
ム）の構築

①幹部社員に対する管理
知識・技術教育の実施
②サービス技術専門教育によ
る事業経営者育成の実施
③次世代経営者育成のた
めの経営塾 第2期開講

①2014年度定年者 再雇
用希望者の再雇用先確
保100%
②次世代経営者育成のた
めの経営者基礎研修へ
の女性参画

OHSASの定着と徹底によ
る快適な職場環境の構築
①日常管理項目チェックリ
スト展開
②メンタルヘルス教育の継
続とセルフケアの徹底
③衛生健康リスクアセスメ
ント活動の徹底

グループ全拠点において
地域と連携を図った社会
貢献の推進

活動を通して、仕事の品質向上活動をグ
ローバルに展開
①グローバル組織横断型方針管理と戦略
課題の実現活動を実施
②継続的な製品品質、経営品質の向上
③STQM世界大会を上海で開催

①共同配送拡大、積載効率向上、タッチ回
数低減
②コンテナラウンドユースの拡大
（空荷輸送の削減）
③引取り物流の実施、設置効率化による
回転率向上

①中堅管理職・中堅組合員を対象とした階
層別教育の実施
②経営塾 第２期開講
③グローバル人材育成に向けた海外派遣
研修実施

①再雇用先100%確保
②ダイバーシティ宣言および女性フォーラ
ム開催
③中期ビジョン、女性管理職登用数値目
標の設定
④経団連ＨＰ等への自主行動計画掲載に
よる経営目標の開示

グローバル各拠点で社会貢献の実施
①児童養護施設への支援
②障がい者団体支援
③児童・学生へのビジネス指導
④清掃活動

①MPS業務における必要要件の明確化、
業務監査とレベル評価の実施

①グローバル組織横断型方針管理の
徹底
②事業の戦略課題の実現
③SQMS（サンデン独自の品質マネジ
メントシステム）の構築

地球環境へ配慮した物流活動の推進
①ECOカーの使用率の向上
②工場調達物流再編による使用輸送
便の削減
③コンテナラウンドユースの拡大

①新任管理職を対象とした管理能力
向上研修開始
②教育体系の再構築を通じた人材育
成・能力開発のさらなる強化実施
③グローバル人材育成に向けグロー
バル拠点間の人材相互派遣開始

①再雇用者のさらなる活用を目的と
した評価制度の見直し
②2020年女性管理職12％に向けた
積極的登用
15年度 15名 2.0%

グローバル全拠点において地域と連
携を図った社会貢献の推進

①ＣＳＲ調達の推進拡大によるサプラ
イチェーンの競争力強化

②G-CF会での経営方針・MPS方針の展開
と、『将来技術展示会』による取引先と
の技術交流実施
③『取引先・強み自慢技術提案会』開催によ
る共同開発テーマ抽出と新製品への展開

②経営トップの主要取引先訪問と課
題の抽出
③グローバルに取引のある取引先と
の連携強化と信頼関係構築
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対　象 項　目 2014年度目標 2014年度実績 2015年度目標

①チェックシートをベース
にしたヒアリングによる
グローバル課題の抽出
②グローバルに取引のあ
る取引先との連携強化
③取引先との共同開発の
検討による新製品の競
争力強化

①OHSAS取得：国内全拠点取得完了、海
外拠点23拠点中18拠点取得
②拠点別安全活動評価指標構築とＰＤＣＡ
標準化
③管理監督者の安全衛生教育体系構築と
教育実施
④メンタルヘルス管理監督者教育〔初級
編〕の実施
⑤安全衛生セルフケア通信発行による一
人ひとりの気付き促進
⑥衛生健康アセスメント指標構築と展開

①経営トップによる決算説明会実施
②工場見学会実施（サンデンロード）
③カバレッジアナリストの拡大
アナリストレポート32本（対前年＋6本）
④海外向けＩＲ情報の充実
海外投資家との面談、電話会議実施29社
⑤経営トップによる海外ＩＲ活動
北米 16社、欧州 18社

仕事の整流化による価値
提供体制最適化
①物流配送の強化
②チェックシートで課題抽出
③ムダ削減による環境負
荷低減
④お客さまとの協業による
物流効率の向上

※上記「対象」のもととなっている「企業理念」はP1に掲載されています。

①経営トップによる決算説明会実施
②工場見学会実施
③カバレッジアナリストの拡大
④海外投資家向けＩＲ活動の充実
⑤経営トップと株主・投資家との対話
機会拡大

①決算説明会実施
②工場見学実施
③カバレッジのアナリスト
拡大
④海外向けIR情報の充実
⑤経営トップによる海外IR
活動（欧米）

【安全】安全感度・意識の向上
①リスク発見キャンペーン展開による
意識向上
②危険体験ブースによる安全感度向上
【衛生】管理監督者教育強化と一人ひ

とりの健康行動促進
①メンタルヘルス管理監督者教育［実
践編］によるラインケア強化
②メタボ改善キャンペーン展開による
健康意識・改善行動促進

目標と実績

社員

地域社会

取引先

株主・
投資家

お客さま
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